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日中幼児教育理論の 比較研究

一
陳鶴琴 と倉橋惣 三の 幼児教育の 貫的論を中心 に一

　　　　　　　　 張　　薇

　　　　　　（金城学院大学大学院）

　本報告は ， 中国 の 陳鶴 琴 （1892−1982）と 日本の倉

橋惣三 （1882−1955）の 幼児教育理論にっ い て の比較

研究の
一
環と して ，両者の幼児教育の 目的論を比 較的

に考察 しよ うとするもの で あ る。

　陳鶴琴 と倉橋惣三 は共 に，ア メ リカ に留学 し，デ ュ

ーイをは じめ とするアメ リカの 新教育理論を学び，帰

国後，それ を 自国幼児教育の 改革に意 欲的に取 り組み，

独自の 研究と実践を重ね，それぞれの 独特な幼児教育

理論を築き上 げ，中国と日本の 近代幼児教育理論の 確

立に多 大な貢献 を した人物 で あ る。

　 1　陳鶴琴の幼児教育の 目的論

　　「幼稚教育」 （1926年）におい て 陳は，教育にお け

る子 どもと教材お よび 教師三 者の 関係を次の よ うに

説明して い る。すなわち，子どもは主体で あり，教師

は子 どもの能力 と個性 をは か り，そ して さま ざまな最

適な方 法を用 い，教材を子 どもに 紹介する とい うの で

ある。要す る に，「子 どもは教 育の主 体で あ り，カ リ

キ ュ ラ ム と方法は 目的を達成す る道 具で あ る。したが

っ て，教育を語 る には，まず 目的を解釈 しなけれ ばな

らない 」 とい うの は，陳鶴琴の基本的な考えであるe

では，何を幼児教育の 目的 とすべ きで あるカ  それ に

つ い て陳鶴琴は，人 と為すこと，健康づ くり，知力の

開発，情緒 の養い，な どを挙げて 説明 して い る。そ の

中で，陳鶴琴が最も重視す るの は協力 の態度，同情心，

奉仕精神を有する 「人 と為す」 とい うこ とで あ る。

　後 に陳鶴琴は 自分の 幼児教育理 論を 「活きた 教育」

（「活教育丿 ）に総括 し，　 「人 と為 し，中国人 と為 し，

世界人 と為す」 こ とを 「活 きた教育亅の 目的とした。

陳鶴琴 によれ ば，強健な身体，協力態度，奉仕精神，

創 造力，世界的な視野，人類と真理 を愛する精神など

は，　 「人 と為す」基 本的条 件で ある。

　ま た，「幼児教育の新 動 向」 （1951年 ）にお い て 陳鶴

琴は，子 どもの全 面発 達 を，託児所
・幼稚園教育の 基

本任務 ・目標として お り，次の 四っ の 基本任務 ・目標

を挙げてい る。すなわち，第 1 には子 どもの健康と心

身の正常発達を保障すること，第2には子 どもの知

力 ・倉慥 力 を発達 させ る こ と，第 3 に は子 どもの 基本

的 な国民道徳 とイ ン タナ シ ョ ナ リズム を養 うこ と，そ

して第 4 に は美に対する子 どもの 愛着心 を養 うこ と

に よっ て子 どもの 情緒を養 うこ と，とい うの で ある。

　 2　倉橋 惣三 の 幼児教育の 目的論

　　『幼稚園保育法真諦』におい て 倉橋惣三は 「目的を

本体 として 教育に臨んで行くか，對象を重ん じっ S 教

育に臨んで 行くか」とい う教育にお ける目的 と対象問

題を提出 し，「目的と共に對象を重 ん じて 目的に熱 b

で あり，対象に忠實で ある亅 とい うこ とが 「教育の大

切な要 諦」で あ ると主張 して い る。

　 倉橋 は 「目的な しには一
切の 教育は存在し ない 」，

　「幼稚園教育には，実に厳か な重大 な 目的 があ りま

す亅 と述べ ，目的を重視する姿勢を見せ たが，何 を幼

児教育の 目的 とすべ きか に つ い て，あま り触 れて い な

い v

　　「就学前教育」 （1931年）に おい て創 喬は，基 本教

育，身体の 強健，お よび 性情の 教育を 「就 学前教育 の

主 目的」 と して い る。身体 の 強 健 と性 情の教育は基本

教育の 二 つ の 方面で ある。厂精神教育に 偏せ ざらん た

め 」 に身体の 強健 をあげ，知識道徳 に対 して
， 性 隋の

教育を対置するの である。

　　「人間基本教育が，人間性格の基本 要素 と しで 陞靖

の 教育に重きを置く亅
べ きであると倉橋 は考えて い る。

な ぜな ら， 「性 清の 教育こ そ，就学前に於 て 缺 くべ か

らざるもの で あ るか らで あ る」。で は，ど の よ うな 「性

情」 を子 どもの 理想的な 「性情亅 とすべ きで あろ うカ 

そ れ にっ い て 倉橋は次の よ うに 述 べ て い る。「性 情の

内容として，基本教育として 最も重要 なる意義を有す

るもの は，人間的性情，すなわち人間性 で ある。 人 間

性 とは人間相互 間に於ける最も純眞な る反 應性 であ

る。簡単に言へば 人間に對 して ，すなほ さと した し

み とを感ず る心で ある。人 間間の 關係 は素 よ り複雜に

して，種 々 の 規範 と作法 とを必要 とす る。しか も，そ

の 規範す なはち道徳 作法す なは ち合 法の 外 に，學ば

ずして，うるほV ，に じむ とこ ろの 眞情に人間性その

もの の すなほ さとした しみ がある。而 して，之 は，自

ら此の 性情に於て純且つ 豊なる幼児期に於 て，正 しく

又濃やか に育て られなければならぬ の である。」

　こ の よ うに 「就学前教育」 目的 としての 「性 勵 は
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「すなほ さと した しみ とを感ずる心」で あ る とい うの

であ る。 要するに ， 倉橋に と っ て，「幼児教育は概念

的，觀念ではなく，寧ろ晴緒主義であるとい ふ の ℃あ

る．……
その 情緒を中心に して ゆく教育が行な われ な

けれ ばならない 」 とい うの である。

　 3 比 較考察
．『”

　幼児教育を含め七教育の 目的は 人 をよ くす るに あ

る。これ は古今東西 を問わず
一

t貫・一致 したもの で あ

る。・もちろん，．これ に対 して陳と倉橋も異議はない 。

だが，何 を幼児教育の 目的とする の か に つ い て 、両者
’

は異な っ てい る。

　陳は 明確 に人 と為すご と （「做人」 ）を教育の
’
目的

として い る。こ こで，陳が 特に 重要視 した の は社会性

とい うこ とで あ る。 す なわち ， 社会 協力の 態度，社会

奉仕の 精神，同情心，人類 ・真理に対す る愛とい うも

の で あ る。これは陳が要求す るもめで あ り，教育の 目

的で もある。それ は確か に子 ども 自身か ら内発 的に生

み 出 され るもの で は ない，また，子 どもに とっ て，そ

れ を完全に要求す るの は不可能で ある。だが，そ れ は

子 ども 自身の もの として 心 に取 り入れ られた とき，初

めて 子 ども自身の 内発 的生命力と して発 現す るもの

となる。 そ して，それ らは子 どもの 日常生活，例えば

遊び の なかで ，細心な注 意を支払っ て，副「鰊する こ と

に よっ て 達成で きる。これ らを支えるの は強健な身体，

倉慥 九 豊富 な知識，とい もの で ある。故に，陳は 子

どもの 心 身の 全面発達を重視す る。

　 これ に対 し倉橋 は，教育の 目的 を語 る
一方，実際，

旧 的亅 よ りも教育の 「対毎」に重点をお い た の で あ

る。「目的 だけで教 育は あ り得 ない 」，
「そ の 目的を理

解す るこ との 出来ない 幼きもの ，遊び飛びはね て居 る

彼等に向か っ て，こ っ ちの 目的 を主 に して
一

切 の 教育

計画 を立て S 行かうと して も，到底本当の こ とが 出来

ない に決っ てゐ ます 亅 と述べ た よ うに，倉橋は 目的を

軽視す る傾向を見せ 亀 こ こで倉橋 が最 も重要 視した

のは 「対象亅 であるe すなわ ち，「目的の 方 を主 に し

て押 し付けて い く亅 の で なく，「対象を主に して それ

に 目的を適応させて い く」の で ある。要するに，倉橋

に とっ て，最も重要なの は 「対象亅，お よび 「対象」

と して の 子 どもを踏まえた上で の 保育方法で あ る。そ

の た め，倉橋 は 「自己充実」，「充実指導」，「誘導」，

1指導」を保育方法 と しながらも，保育の 内容 と 目的

と して い る。

　両者は目的論の 違い によ り，い くっ かの 相違点が出

て くるの で ある。陳鶴琴は将来， 「人 と為す1 の で あ

るか ら，学習によ り技能や知 識な どを習得 させ る必要

が ある と考え，遊び を重 ん じなが らも，遊び を通 じて

．
の 学習を考えて い る。 学習は実践的で ， 具体的な経験

に基づい てな され るべ きだ と考 え，「遊戯的な教え ・

学習方法」　（「遊戯式教学法」）と名づ けてい る。そ

れ によっ て幼稚園は学校教 育に近づ ける こ とがで き
’

るの で ある。とい うこ とで，陳鶴琴は 学習活動に 力点

をお いて い るとい える。　　　　　　　 ・t

　 それ に対 して，倉橋惣三 は子 どもの 生活 その もの の

　「自己充実」を目的 とし，その 目的を達成する方法は

遊びそ の もの の 充実発展で あ る。「生活 の ま S を，生

活の ま S で 」指導誘導す る こ とで ある とい われて い る　　
T

よ うに結 局 子 どもの 生活 を 「生活本位」 にす る こ と

だ と考え られ る。倉橋は，L 方にお い て 社会の 変化 を

認識 しなが ら，他方にお い て子 どもか ら出発 させ る視

点に立っ て，あるが ままの 生活の 中における人問相互

の 「すなほ さ亅 とか 「した しみ 」 とい うよ うな 〔心も

ち」 を重視する心情主義，精緒主義」 の 立場に立っ

て い る。　「自己充実」．とい う目的は，一
定の知識 ・技

能 とい う能 力に到 達す るこ とを意 味す る もの で はな ．

く，心隋的な 「充実」感 に とどまる もの とな っ てい る。

この よ うな心情的 な 「充実」感は，戦前の 「教育勅語」

が提唱した教育の 目的論とr 致 した とこ ろが あるの

で は ない だ ろ うか。これ につ い て，宍戸健夫 『日本の

幼児保育　昭和保育思想史』 （1988年）は次の よ うに

指摘 して い る。「子 どもは何にっ い て どの ようにして

『すなほ さと した レみ』を感ず るの 規 とい う認識論

的な考察や，現代社会 に おい て人 聞相互 の 『した しみ 』・

は どの よ うに して 可能 なの か とい う社 会科 学的考察

をぬきに した とき，その まますなお に社 会体 制に順応

して しまう子 どもをつ くる危険性をは らむこ とにな

ろ う」。倉橋の戦前の 体制的なイデオ ロ ギー
に協力す

る ことと，戦争を支持する ことを想起すれば，この指

摘は きわ めて 重要 で あろ う。

　陳鶴琴が将来に むけて 子 どもを ど う育て るか とい

う課題 をもっ て い た の に対 レ，倉橋は今の 子 ど もの 生 ．、

活を心情的に ど う充実させ るか を課題 と したの で あ

る。 陳鶴琴の 理論 は教育の目標 を重視する 目的論ある

い は 目標達成論で あるならば，創喬惣三 は 自己充実
一

充実指導一誘導≒ 教導 とい う個別的な教育の プロ セ

ス を重視す る教育の 過程論 で ある。将来にむけての 能

力の 形成 とい うこ とよ りも，子 ども自身の 自崋的な

r自己充実」をはか ろ うとする もの で あ り，それ は子

どもの 自発的な発達に 依拠 し ょうとす る方 法論的 な

教育論でる とい え よ う。
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